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　大動脈弁狭窄症に対する新しい治療法である、経カテー
テル大動脈弁置換術 (TAVR；transcatheter aortic valve 
replacement) がハイブリッド手術室で実施可能になりま
す。この治療法は、高齢者や合併症のために従来の開胸
手術では弁置換が困難な患者さんに対するカテーテルを
用いた治療であり、早期の退院が可能となります。当院
においても、経カテーテル大動脈弁置換術の施設認定の
取得を進めており、今後ハイブリッド手術室を活用した
高度な手術を実施してまいります。TAVR 治療は、循環器
内科医、心臓血管外科医、麻酔科医、臨床工学技士、放
射線技師、看護師などが「ハートチーム」を組んで、患
者さんにとって最適と思われる方法を選択し、一丸となっ
て治療を行います。
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　高精細な画像が得られる最新鋭の血管撮影装置を使用
することで、当院で多く行われているステントグラフト
内挿術が、より一層安全に高度な手技を実施することが
可能になります。ステントグラフトによる治療は従来の
開胸・開腹手術に比べて傷を小さくすることができ、所
要時間も短く身体にかかる負担が少ないのが特徴です。

ステントグラフト内挿術

手術室に血管撮影装置を設置。
外科手術とカテーテル治療を組み合わせた
最先端の治療を実施することが可能です。

手術台と連動した床置き型多軸血管撮影装置 Artis zeego
( シーメンス社 ) を導入。

手術室内の清浄度の維持はもちろん、最新の技術を搭載して
患者さんへの被ばく線量も最大限に低減します。

経カテーテル大動脈弁置換術
　ベルランド総合病院は2016年6月より高度な手
術を安全な環境で行うため、最新鋭の『ハイブリ
ッド手術室』を導入しました。ハイブリッド手術
室とは、”外科手術設備”と”X線血管撮影装置”を組
み合わせた手術室のことで、外科手術とカテーテ
ル治療を一つの部屋で行うことができます。外科
手術のみでは到達困難な部位、カテーテルのみで
は治療できない病変に対して、両方を同時に行う
ことができます。また、手術中に立体的な血管や
臓器の3次元画像をリアルタイムで作成・観察す
ることが可能で、より安全で患者さんの負担が少
ない治療が可能となります。

ハイブリッド手術室

足の血管からの治療 胸壁からの治療
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